
コドリンガの侵入警戒調査(そ の2)

前号に紹介したように、侵入警戒調査用トラッ

プで捕獲される蛾類は種類が多く、目的のコドリ

ンガを識別するにはコドリンガの形態的な特徴を

しっかりと認識することが大切である。

コドリンが成虫の外見的特徴は、①前翅の地色

は灰褐色で前縁に黒色と白色からなる鋸目状紋が

ある。また、濃褐色の鱗粉からなる肛上紋がある。

②後翅の地色は灰色で、雄は中室後角付近に暗褐

色の毛束をもつ。③開張14

～22㎜である。

実際のトラップに捕獲さ

れた蛾類は、アリなどに食

害され、虫体の一部が破損

している個体がある。また、

粘着板の粘着物質が浸透し、

体色や翅の色彩及び斑紋が

黒く油浸状になり不明瞭に

なっている場合が多いが、

この粘着物質はキシレンを

使って油分を取除くと実際

の斑紋や色が観察できるよ

うになる。しかし、虫体が

もろく破損しやすくなるの

で、取扱いには注意が必要

である。

まず、トラップに捕獲された蛾を翅の形や大き

さなどの特徴から科別に仕分けして、ヒメハマキ

ガ類に属するかどうかを確認する。ヒメハマキガ
類の特徴は、開張10～30㎜の比較的小型の蛾で、

前翅は長方形で前縁部に鋸目状紋がある。

今回の調査で多数捕獲されたイッシキヒメハマ

キの開張は10～13.5㎜でコドリンガよりかなり小

さく、トビモンシロヒメハマキは開張16～25㎜で

コドリンガと同じ程度であるが、翅が白色を帯び

ていることから識別できる。また、ヤナギサザナ

ミヒメハマキは開張17～20㎜でコドリンガに類似

したさざ波状の斑紋があるが前翅は黄褐色である

ことから識別できる。

しかし、このほかにもヒメハマキガ 類は種類が

多いことから、コドリンガか否かを最終確認する

には交尾器の形態観察が不可欠である。交尾器の

形態を調べるときは70%エ チルアルコール水溶液

中で観察する。コドリンガの雄交尾器はウンクス、

ソキウスが退化しており、バルバはヘラ状で腹縁

部に1対 の突起があるのが特徴である。

コドリンガの侵入警戒調査用トラップを設置す

る場合の注意点は、①トラッ

プは目の高さの1.5mに 設

置すること、②風通しがよ

く、直接日光が当らないこ

と、③光に多くの蛾類が集

まってくるので、トラップ

の周辺に灯火がないことを

確認すること、④トラップ

が幹や枝に直接触れている

と、捕獲された個体がアリ

などに食害されるので注意

すること、⑤粘着板の交換

は定期的に行い、ゴミやほ

こりが付かないようにする

こと、⑥ゴムセプタは必ず

持ち帰って処分することで

ある。

トラップに捕獲された蛾類は、蛾の形に粘着板

をハサミで切取り、これを台紙として昆虫針で留

めて標本箱に整理することができる。また、この

状態で普通の昆虫標本と同様に送付することが可

能である。

侵入警戒調査で、万一コドリンガかコドリンガ

の類似虫が捕獲された場合は、早急に最寄りの植

物防疫所に連絡してください。

コドリンガの成虫

コドリンガの交尾器 ヤナギサザナミヒメハマキの交尾器

a.ウ ンクス:交 尾器の背 方先端部にある 嘴状の骨化部

b.ソ キウス:ウ ンクスの基部両側からのびる1対 の突起部

C.バ ル バ:交 尾器の側方にある1対 の把握器

訂正:前39号3頁 の写真中段右の 「ヤナギサザナ

ミハマキ」は 「ヤナギサザナミヒメハマキ」

の誤りでした。
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